宇宙 ステ ーション 補給 機 IHHTV] を 打ち 上 げ る 
新型 ロケ ッ ト 「H-IB」 
温室 効果 ガス 観測 技術 衛星 「GOSAT] 
プロ ト フ ライ ト 試 験 を 実施 中 


胃 プ タッ // 


字 二 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


中 。 


AXA の 初代 理事 長 、 山 之 内 秀一 郎 さ ん が 記 
く な り ま し た 。2003 年 10 月 1 日 、 立 ち 上 が 
っ た ば か り の JAXA の トッ プ と し て さま ざ 
まな 難題 を 処理 し な が ら 隊 列 を 整え て いく こ 
と は 、 さ ぞ や 大 変 な 仕事 だ っ た で し ょ う 。 お 疲れ さま で し 
た 。 そ し て 有難 う ご ざ いま し た 。 表 紙 に は 、21 世紀 幕 開 
け の 年 を 飾っ た H-IIA ロケ ッ ト 初 号機 打ち 上 げ 成 功 の 写 
真 と 共に 、 在 り し 日 の 山之内 さん の 活躍 の す が た を 選び ま 
し た 。 巻頭 は 、 い よい よ 打 ち 上 ば げ が 来年 に 迫っ た 新型 ロケ 
ッ ト H-IIB の 開発 状況 を 中 村 富 久 プ ロジ ェクト マネ ー ジ 
ャ に 聞き まし た 。 こ の ほか 本 号 は 、 昨 年 新設 され た 月 ・ 惑 
星 探査 プロ グラ ム グ ル ー プ や 、 
海外 に ある JAXA 駐在 員 事 務 
所 の 活動 を 紹介 し て いま す 。 常 
に 世界 を 意識 する 宇宙 開発 最前 
線 の 仕事 ぶり が 垣間見 える イン 
INTRODUCTION タビ ュー で す 。 こ の 8 月 か ら |「 き 
ぼう 」 で の 宇宙 実験 も 始ま り 、 
新た な 局面 を 迎え た 日 本 の 宇宙 
開発 の 息吹 を 感じ て いた だ けれ 

ば と 思い ます 。 
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か どう か を 確認 する た め の 試験 で す 。 
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衛星 、 常 時 受付 中 


[手づくり の 人 工 衛星 を H-IA ロ ケッ ト で 打ち 上 げ ま せん か ?」 


H-IIA ロ ケッ ト で 人 工 衛星 を 打ち 上 げ る 時 
打ち 上 げ 能 力 に 余裕 が あれ ば 、50kg 以 下 、50cm 以 下 の 小型 衛星 を 
JAXA は 相乗 り 衛 星 の 常時 受付 を 開始 し た 。 


ん な サー ビス が 始ま っ て いる の を 
タダ で 載せ る と いう 、 通 称 | 相乗 り 衛星 ] た だ 。2008 年 4 月 、 
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018 た DIE こ SU 


4 ト 回 mu コマ ロビ - 〇 で 
呈 湖 こさ 誤 MhS 机 


人 回 宮 時 ざき 躍る 軽 G 
多久 夫 配 選 つね く 壮 り 。 己 守 人 
りり H 和 SS の 机 較 詳 細 守 [ an 
コロ マロ ロー の 」 り 琴 剛 で *G5) 
4J9 ト トト 必 へ K つ お お? 宰 天 完 環 前 
の の の 昌 @ 民 常 下 回 憶 末 居 人 9 吉 
図 J” 朝 園 己 下 会 必 鶴 烈 GQO" 
ざ 蓋 朗 ぐ 坦 菩 公称 ” ご ざ いり p 脚 


PLANET-C に 相乗 りす る 4 つの 衛星 


デー WASEDA-SAT2 

(早稲 田 大 学 ) 10cm 立 方 、 約 2kg 
この 衛星 の 特徴 は 、QR コー ド の 
撮影 実験 を 行う こと 。 た と えば 中 
学校 や 高校 で 行う 学園 祭 の ウェ ブ 
サイ ト の UHL を 宇宙 で 表示 し て 
も らい 、 衛 星 に 搭載 し た カメ ラ で 
撮影 、 地 上 に 送信 。 専用 の ウエ ブ 
サイ ト に 掲載 し て も ら う な ど 、 参 
加 型 の 企画 を 検討 し て いる 。 ま た 、 
低い 高度 に 投入 され る の で 、 パ ド 
ル を 展開 し 、 薄 い 空 気 の 抵 抗 で 姿 


勢 が どの よう に 変わ る か と いう 実 小型 衛星 
験 を 行う 。 (画像 提供 : 早 稲田 大 学 (JPOD 方 式 ) で 5 分 向 


NN パー キン グ 軌 道 へ 
ペー 分 離 方 向 | ォ ー PLANET-C 
を 。“ 分 離 後 、 
ロ 金星 に 向かう 


(鹿児島 大 学 ) 10cm 立 方 、1.5kg 
集中 豪雨 の 被害 が 多い 鹿児島 県 。 そ 
の 予測 を めざし て 、 ま ず は 大 気 の 安 
定 度 を 左右 する と いわ れる 、 地 球 の 
上 空 1 2km 付近 の 水蒸気 量 を 測 
る 。 衛星 か ら 送 られ て くる 電波 を 地 
上 で 受信 する 時 間 が 、 水 蒸気 が ある 
時 は な い 時 に 比べ て 遅く な る こと か 
ら 、 水 蒸気 量 を 測 ろ うと いう も の 。 
地球 の 動画 撮影 も 行う 。 地 元 企業 が 
多数 参加 し て 共同 で 開発 を 行っ て い 
る 。 (画像 提供 : 鹿児島 大 学 ) 


分 離 機構 「J-POD] 
(10cm 級 4 個 又 は 20cm 級 1 個 の 衛星 を 搭載 ) 
金星 探査 機 IPLANET-C」 打 ち 上 げ 時 に は 、 衛星 
を ロケ ッ ト か ら 分 離 前 は 保護 し 、 そ の 後 宇宙 空 
間 に 放 出す る 分 離 機構 を 、JAXA が 用 意 する 予 
定 (J-POD の 形状 や 仕様 は 、 今 後 変更 され る 可 
能 性 が ある )。 


| 
I 
I 
I 放 多 ク 場 で 打 あ 国 し 験 け 道 で 星 定 
1 出し 々 ト 全 は ちる 際 行 が て 選 に 開 は さ 
1 すか あ マ な 上 周 わ あ 振 定 乗 発 れ 
Negaiy“ る し る ネ 諦 い げ 民 流れ り 動 さる し 世 た 
I 分 今 "1 業 "の 選 数 る / 試 れ “た 究 
(創価 大 学 ) 10cm 立 方 、 約 1kg | 回 ジ に 大 貯 央 税 、 安 験 た も で そ 
この 衛星 は 打ち 上 げ 後 20 日 程 ` ャ 間 学 益 世 散 さ 全 後 の 初 の 
度 で 大 気 圏 に 突入 し 、 流 れ 星 に な 人 和 が に 生 全 去ら 性 衝 も が め う 
る 。「 流 れ 星 に 夢 を 託す と か な う 」 上 人 人 人 が と あさ 上 の に 1 和 て ち 
72 を Lt | 。。 1】 生 す 子 晃 か この 昼 全敗 ら を 宙 つ 
星 に 拉 載 。 ま た カメ ラ で 宇宙 か ら A 宙 る プレ し な 小手 に は な 上 め 機 の 
提 影 し た 地球 の 画像 で カー ド を っ 『 X 谷 て こ ロ て か 名 締 必 繰 と げ さき 関 小 
くり 、 応募 し た 子供 た ち に 送る の A 間 と ジ い 科 衛 まき 要り の に す 以 光 
の SPP に と が に 。 も エ る 単 星 も な 返 試 向 軌 外 衛 
2 シヨ ョ ン 当 ば の に 民生 品 | 
FPGA を 使い 宇宙 放射 線 に 強い 二 8 8 
情報 処理 シス テム の 実証 実験 も 』 人 内 | 上 天 0 人 が 析 用 
行う 。 (画像 提供 : 創価 大 き ト 、 不意 
行う 。 (画像 提供 : 創価 大 学 ) 1 て 巡 し ゃ は 内 く の る 際 ず の 成 主 巡 す 
る 部 エン "な も 術 い ロ 担い 星 が こ 
の トン ジン エ り 他 提 う ヶ は 技 に そ と 
1 江 ム 精 り で 選 目 > 多 作 2 れ に 
衣 合 > を ト な 要 メ ぞ な 
I 衣 募 神 自 双 決 人 を 標 へ か 求 1 の 
(大 学 宇宙 工学 コン ソー シア ム I 夫 担 挑 な の て け 向 ち ず あ を 作 
UNISEC) 35cm 立 方 、 約 15kg 1 参 当 戦 ア 可 得 る け F 軽 つ 与 し こ 
この 衛星 だ けが 金星 に 向かい 、 世 界 事 す し レイ 能 ら 機 い 科 減 た えて れ 
で 初め て 、 宇 宙 機 関 以 外 で 開発 する 1 は る て デ 性 れ 革 』 さ ?" な いま 
[人 工 惑星 ] と な る 。 各 大 学 が 開発 し I 期 産 き ア を な 全 A 運 れ 応 いた で 
た 宇宙 用 コン ピュ ー タ を 複数 人 台 搭載 Il 
し 、 深 宇宙 で どの コン ピュ ー タ が 正 | 
常に 動く か 性 能 を 競う 。 す で に 約 
20 の 大 学 等 (又は 高専 ) が 参加 を 希 1 
望 し て いる 。 ま た 、 世 界 中 の アマ チュ I 
ア 無 線 コ ミュ ニテ ィ と 協力 し 、 深 宇 上 
宙 か ら 届 く 微弱 な 電波 で 、 ど こま 1 
で 通信 で きる か の 技術 実験 を 行う 。 
(画像 提供 : UNISEC) 
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各地 を 巡回 し 意見 交換 
今年 度 まで で 計 34 回 開催 の 予定 


JAXA タウ ン ミ ー テ ィング は 、JAXA が 進め る 日 
本 の 宇宙 航空 開発 に 関す る 、 市 民 の 皆さん と の 直接 の 
意見 交換 会 で す 。2004 年 度 か ら 全国 を 巡回 中 で 、 今 
年 度 中 に 34 回 を 数 える 予定 で す 。 講 演 や シン ポジ ウ 
ム と は 異な り 、 タ ウン ミー ティ ング で は 意見 交換 が 中 
心 で す の で 、 登 壇 者 が 1 時 間 の 持ち 時 間 の うち の 15 
分 で らい 話題 提供 を し 、 残 り の 時 間 は 参加 者 の 方 か ら 
の 意見 や 質問 を 伺い 、 登 壇 者 が 回 答 する と いう 構成 に 
な っ て いま す 。 こ の よう な 意見 の や リ と り の 積み 重ね 
に よっ て 、 将 来 の 宇宙 ・ 航 空 分 野 の 研究 開発 を より よ 
いも の に する よう な 方 針 や 具体 的 な 方 策 が で きる こと 
を ね ら っ て いま す 。 

昨年 度 、 私 は 釧路 市 (北海 道 ) 、 木津 川 市 (京都 府 ) 、 
阿南 市 (徳島 県 ) の 3 か 所 で 登壇 し まし た 。 新米 の 職員 
に 登壇 させ る と いう の は お 役所 の タウ ン ミ ー テ ィング 
で は あり 得 な いこ と で 、JAXA の リス ク 管 理 は 大 丈 
夫 か な な ど と 他人 事 の よう に 心配 し て いま し た が 、 そ 
ん な と ころ も JAXA タウ ン ミ ー テ ィング の 魅力 か も 
し れ ま せん 。 参加 者 の 中 に は 、 意見 交換 だ け で な く 成 
果 に つい て も 詳し く 聞 か せ て ほし いと いう 意見 が 多い 
よう で す の で 、 木 津川 市 と 阿南 市 で は タウ ン ミ ー テ ィ 
ング 当日 に 一 般 向け の 講演 会 も 併せ て 行い まし た 。 準 
備 す る 側 の 負担 は 若干 増え ます が 、 旅 費 と 時 間 を 有効 
活用 する た め に も 、 こ の よう な や り 方 が 広 ま れ ば いい 
な と 思っ て いま す 。 


今回 は 市 と 日 本 SF 大 会 の 共催 で 
多数 の 宇宙 ファ ン が 参加 


今回 は 大 阪 府 岸和田 市 と 日 本 SF 大 会 の 共催 と いう 
や や 特殊 な 開催 形態 で 、 宇 宙 フ ァ ン の 方 が か な り の 数 
を 占め た よう で す 。 そ の た めか どう か は わか り ま せん 
が 、「 は や ぶさ 2] の 早期 実現 を 待望 する 声 が 次 か ら 次 
へ と あがり ます 。 ま た 、 失 敗 を 恐れ ず 最 先端 の 野心 的 
な 研究 開発 を どん どん 進め る べし と いう 意見 や 、 そ れ 
に 割く 資金 が な いな ら 寄 付 金 で も 何で も 遠慮 せ す 集め 
て で も 実施 する べし と いう 意見 な ど が 出さ れ ま し た 。 


全て は 地球 の 理解 の た め に 


1 の まき 化 


ゃ 国体 革 性 ・ 月 衣 栓 
月 剛 担 箱 性 「 かぐ で 」 疾 用 
で 才 助 天体 層 査 の 甘 
も し まま も 2 ト 
で 二 量 大 気 料 学 大 気 


も LE を 
LU もい ( 17k: 

屋 は 人 香 
か の 天 全 0 る こと て 叶 々 


この よう に 強 い 声援 を いた だ ける の は あり が た いこ 
と で す 。 

プロ ジェ クト 推進 の た め の 寄 付 金 受け 入れ に つい て 
私 が 消極 的 な 意見 を 述べ た の で 、 参 加 者 の 方 に は 不満 
も あっ た よう で す 。 誤解 も ある や に 思い ます の で 、 こ 
の 場 を お 借り し て 少し 補足 説明 し ます 。 ま すず 第 一 に 、 
会 場 で も る 回答 し た こと で す が 、 比 較 的 人 気 の ある 宇宙 
科学 が 寄付 金 集 め に 春 走 する こと で 基礎 科学 全体 と し 
て は 逆 に 疲弊 し 衰退 する よう な 作用 を も た ら す リス ク 
が ある こと で す 。 第 二 に 、 プ ロジ ェクト の 遂行 に は 人 
と 金 と 時 間 が 必要 で 、GO する た め に は 必要 な 人 と 金 
が 担保 され て いる 必要 が あり ます 。 大 富 喪 が 数 百 億 円 
ポン と 出し て くれ る な ら と も か く 、 一般 の 方 か ら 少し 
ずつ 集め た 寄付 金 を も と に プロ ジェ クト を 実施 する こ 
と は 到底 不可 能 で す 。 要 素 技術 の 開発 を し な さい と か 、 
広報 と 普及 に 努め な さい と か 、 教材 を つく りな さい と 
いう の で あれ ば 、 限 られ た 資金 を 目 に 見 える 形 で 有効 
に 活用 で きる の で す が 、 そ れ 以 上 と な る と 宇宙 予算 と 
いう 大 き な 財 布 の 中 に 混ざっ て し まい 、 難 し い の で す 。 
第 三 に 、 大 き な 財 布 に 混ざら な いよ うに 使用 目的 を 細 
か く 規 定 さ れる と 、 研究 者 主導 の 柔軟 な プロ ジェ クト 
変更 が 難し く な り 、 下 手 す る と 使う あて の な い お 金 に 
な っ て し まう と いう こと で す 。 こ うし た こと を 考え 合 
わせ て 意見 を 述べ た も の で す 。 

JAXA タウ ン ミ ー テ ィング は これ か ら も 全国 各地 
を 回 り ま す 。 皆 さま お 誘い 合わ せ の 上 ご 参加 いた だ き 、 
忌 憶 な い ご 意見 を お 寄せ くだ さい 。 


岸和田 市 で 


Seiichi Sakamoto 
宇宙 科学 研究 本 部 対外 協 
力 室 教 授 。 専門 は 電波 天 
文学 、 星 間 物 理学 。 宇宙 
科学 を 中 心 と し た 広報 普 
及 活 動 を は じ め 、 ロ ケッ 

ト 射場 周辺 漁民 と の 対話 
や 国際 協力 な ど 「 た い が 
い の こ と ] に 挑戦 中 。 


]AXA タ ウン ミー テイ ング に 


参加 


8 月 23 日 、 大 阪 府 の 南西 部 に ある 岸和田 市 で 行わ れ た 
[第 29 回 JAXA タ ウン ミー ティ ング | 岸和田 に 参加 してき まし た 。 
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宇宙 開発 の 発展 に 多大 な 貢献 を され まし た 。 


空 研究 開発 機構 (JAXA) の 初代 理事 長 で 
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山之内 氏 は 、00 年 7 月 に JR 東日本 株 式 会 社会 長 
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か ら 宇 宙 開 発 事業 団 (NASDA、 現 JAXA) の 理事 
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は 、「 国際 極 年 ] に 当たる 


和 。 1 日 来年 3 月 1 日 の 2 


年 間 、 陸 域 観 測 技術 衛星 [だいち] 
を 使っ て 北極 圏 、 南 極 圏 を 定期 的 
に 観測 し て いま す 。 こ の ほど 、 そ 
の うち フェ ー ズ ドア レイ 方 式 の 合 
成 開 品 レ ー ダ [PALSARI で 取得 
し た 画像 の 一 部 を イン ター ネッ ト 
上 で 公開 し まし た 。 

グリ ー ン ラン ド 、 南 極 、 北 極 海 
沿岸 の 画像 例 が 公開 され て いま す 
が 、 こ こ で は 14 年 に わた る 極 域 
の 変化 を 色濃く 示す も の と し て グ 
リー ン ラ ンド の 氷河 後退 の 例 を ご 
紹介 し ます 。 

グリ ー ン ラン ド 中 西部 に ある ヤコブ 
スハ プ ブン 氷河 を 、1994 年 10 月 に 
地球 資源 衛星 1 号 (| ふ よ う 1 号 ]) 


1994 年 10 月 4 日 に 「 ふ よう 1 号 ] の SAR が 観測 し た 画像 
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の 合成 開 品 レーダ [SAR」 で 観測 
し た 画像 が 右 。 同 じ く 07 年 8 月 
に 「 だ いち 」 の PALSAR が 観測 
し た 画像 が 左 に な り ま す 。 こ の 2 
つの 画像 の 決定 的 な 違い は 、 両 
画像 内 を 東西 に 延び る 氷河 の 崩落 
開始 点 の 位置 (一 黄 の 檜 円 で 表示 ) 
で す 。 両 画像 共に 、 氷 河 の 上 流 は 
東 に あり ます 。 

近年 の 地球 温暖 化 に 伴い 氷河 の 後 
退 現 象 が 世界 各地 で 確認 され て い 
ます が 、 こ の 画像 で も 、14 年 間 
に 約 13km も 崩落 点 が 上 流 側 に 移 
動 す る と いう 大 幅 な 後退 が 確認 で 
きま す 。 崩落 の 東進 に 伴い 、 大 量 
の 水 が 下 流 側 に 押し 流さ れ 、 下 流 
側 は 14 年 前 に 比べ て より 多く の 
水 に 器 われ て いま す 。 
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マラ ン ヨ 言 

対流 実験 で 、 

高 さ を 9.6mm ま で 
伸ばし た 時 の 液 柱 
上 ン 液 柱 に 対し 
縦 方 向 か ら 撮影 、 
下 ン 液 柱 に 対し 
側面 か ら 撮影 


ST 
日 本 実験 棟 で 
8 月 か ら 科 学 


験 が スタ ー ト 
6 月 に 国際 宇宙 ステ ーション 
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置 さ れ た 「 き ぼう 」 の 船内 実験 
室 で 、8 月 22 日 か ら 「 マ ラン ゴ 
ニ 対 流 実験 ] が 始ま り ま し た 。 
これ は 、 諏 訪 東 京 理科 大 学 の 河村 
洋 教 授 に よる 「 マ ラン ゴ ニ 対 流 に 
お ける カオ ス ・ 乱 流 と その 遷移 過 
程 ] で 、「 き ぼう 」 を 使っ た 初 の 科 
学 実験 と な り ま す 。「 き ぼう 」 の 
船内 実験 室 の 流体 実験 ラッ ク に 搭 
載 さ れ て いる 「 流 体 物理 実験 装置 ] 
を 使っ て 、 席 渡 宇 宙 セ ンタ ー か ら 
の 遠隔 操作 に より 行わ れ ま し た 。 
実験 で は 、 ま ず シ リコ ー ン オイ ル 
を 2 枚 の ディ スク の 間 で 円 筒 状 の 
形 (次 柱 ) に し 、 次 いで 液 柱 の 両端 
の 温度 を 制御 する こと で 、 液 柱 に 
温度 差 を 発生 させ まし た 。 こ の 温 
度 差 に より 表面 張力 対流 (マラ ン 
ゴ ニ 対 流 ) が 発生 し 、 流 れ の 速 さ 
や 方 向 が 変化 し て いく 様子 の 映像 
や 表面 の 温度 分 古 な どの デー タ を 
収集 し ます 。 

地上 で は 重力 に よる 浮力 対流 の た 
め に 見 え に く く な る 表面 張力 対流 
を 、 往 小 重力 環境 で 3 次 元 映像 で 
捉え ます が 、 こ うし た 流体 現象 の 
把握 は 、 地 上 で の 半導体 材料 の 製 
造 や 宇宙 用 機器 の 開発 に と っ て 重 
要 な 課題 で す 。 
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を 第 1 次 選抜 合格 者 に 決定 し まし 
た 。 今年 4 一 6 月 の 募集 に 対し 計 
963 名 が 応募 し て いた も の で 、 こ その 他 15 
れ で 応募 総数 の 約 5 パ ー セ ント に 北海 道 ・ 東 北 


2 
絞り 込ま れ た こと に な り ま す 。 関東 30 131 55Z 
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に 最終 選抜 結果 を 発表 予定 で す 。 海外 3 36 20 
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2007 年 8 月 3 日 に 「 だ いち 」 の PALSAR が 観測 し た 画像 


観測 ロケ ッ ト 
S-520-24 号 機 の 
打ち 上 げに 成功 ! 


AXA は 8 月 23 日 の 早朝 6 時 2 分 、 

大 樹 航空 宇宙 実験 場 ( 北 海道 ・ 大 樹 町 ) 
に お ける 大 気球 放 球 の 第 1 号機 と し て 、 重 い 
機器 を 飛 奈 さ せる 大 重量 物 搭載 型 気球 の 代表 
的 形式 で ある 満 膨 張 体積 10 万 m の 大 型 気球 
を 放 球 し まし た 。 

気球 は 、 お よそ 毎 分 300m の 速度 で 正常 
に 上 昇 し 、 放 球 1 時間 55 分 後に 広尾 沖 東方 
約 60 km の 海上 で 、 高 度 33.5km で 水平 浮 
遊 状態 に 入り まし た 。 そ の 後 、 気球 が 海上 を 
西進 し た 後 、 指 令 電波 を 送信 し て 観測 器 を 気 
球 か ら 切 り 離し まし た 。 観測 器 は 、 祥 愛 北 東 
約 30 km の 海上 に パラ シュ ー ト で 緩 降下 し 、 
へ リコ プター に よる 捜索 の 後 、12 時 10 分 
まで に 回 収 船 に より 回 収 さ れ ま し た 。 

また 、9 月 5 日 に は 、 同 じ く 大 樹 航空 宇宙 
実験 場 か ら の 第 2 号機 と し て 、 満 膨張 体積 
30 万 m と いう 日 本 最大 級 の 大 型 気球 の 放 球 
に も 成功 。 

2 回 に わた り 、 大 樹 航空 宇宙 実験 場 に お け 
る 大 気球 の 放 球 、 管 制 、 回 収 と いう 大 気球 実 
験 シス テム の 健全 性 を 検証 する こと で 、 所 定 
の 機能 、 必 要 な デー タ を 十分 に 確保 する こと 
の MG きま II の 8 


S-520-24 号 機 の 打ち 上 げ 


(8 月 2 日 ) 


打ち 上 げ 準 備 の 様子 
(7 月 29 日 ) 


AXA は 8 月 2 日 、 観 測 ロ ケッ ト 
S-520-24 号機 を 内 之 浦 宇宙 空間 観測 
所 (鹿児島 県 ) から 打ち 上 げ ま し た 。 ロ ケッ 
ト は 発射 後 55 秒 で 開頭 が 行わ れ 、 結 唱 成 
長 実験 を 開始 。 そ の 後 、 発 射 後 274 秒 で 最 
高 高度 293km に 達し 、 す べ て の 実験 を 終え 、 
内 之 浦 南 東海 上 の 予定 され た 海域 に 落下 し ま 
の た 8 
観測 ロケ ッ ト と は 、 主 に 宇宙 科学 観測 用 に 
開発 され た 固体 ロケ ッ ト の こと で 、 高 度 100 
ー 1.000km の 宇宙 空間 を 飛行 し な が ら 落 下 
する まで の 間 に 各 種 観測 や 実験 を 行い ます 。 
今回 は 、 ロ ケッ ト の 弾道 飛行 で 得 ら れる 数 
分 間 の 微小 重力 環境 を 利用 し て 、 対 流 の な い 
環境 で の 結晶 成長 の 過程 を リア ル タ イ ム で 調 
べ る た め 、① 最 先端 材料 な ど に 使わ れる ファ 
セッ ト 結 晶 ( 平 ら な 面 を 持つ 水晶 状 の 結晶 ) 
の 成長 の その 場 観察 、② 新 し い ダ イヤ モン ド 
合成 法 ( グ ラフ ァ イ ト 通電 加熱 法 ) に 関す る 基 
礎 研究 、 の 2 つの 実験 が 実施 され まし た 。 
当日 、 搭 載 さ れ た 2 種類 の 結晶 成長 実験 の 
機器 は すべ て 正常 に 動作 し 、 デ ー タ 取得 に 成 
功 。 こ の デー タ を 用 いて 、 今 後 詳細 な 解析 が 
実施 され る 予定 で す 。 


大 樹 航空 宇宙 実験 場 で の 
Ya 


放 球 に 向け へ リウ ム ガ ス を 
注入 する 第 2 号機 (9 月 5 日 ) 


84 の ia 還 i。 
(8 月 23 日 
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